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　※Ｂクラスの段違い平行棒では着地の際２０cmのエバーマットの使用を認める。の文言は削除されました

＊一般認定器具で高さ１６５cm、両棒間の幅調節ができるものがあれば良い。（設置の際は業者に確認） 　　　　変更事項(男子）

鉄棒 ２m６５cm

社団法人　全日本ジュニア体操クラブ
　（１）本会場練習用に２０㎝以上のエバーマットを３枚程設置する。

２０cm
　　　　　※器具の高さ、マットの高さに変更がありますのでご確認ください。

跳 馬 １m１０cm ２０cm
（１）本会場練習用に２０cm以上のエバーマットを３枚程度設置する。

平行棒
１m６５cm １２cm 　　　　変更事項(女子）
１m７５cm ２０cm

※身長の低い選手に対し、飛びつき台を別途用意する。
平均台

２０cm

１m６５cm
２０cm器械種目 床面からの高さ マットの高さ

１m２０cm １２cm

つ り 輪 ２m６５cm ２０cm
１m２５cm

２m４５cm

あん馬
１m１５ｃｍ

１０cm
１m８０cm

段違い
□Ｂクラス（小学１年～小学６年）

マットの高さ

平行棒
１m８５cm １２cm

跳 馬
２０cm

鉄棒 ２m７５cm ２０cm
１m６０cm

１２cm２m４０cm
１m８０cm

１m９５cm ２０cm

つ り 輪 ２m６５cm ２０cm

跳 馬

平均台

　 １m１０cm
１２cm

（２）本会場練習用に２０cm以上のエバーマットを３枚程度設置する。

□Ａクラス（小学５年～中学３年）

１m２５cm ２０cm
□Ｂクラス（小学１年～小学６年）

器械種目 床面からの高さ

床面からの高さ マットの高さ １m２５cm ２０cm

２０cm２m００cm ２０cm ２m５０cm
１m８０cm

あん馬 １m１５ｃｍ １０cm
（１）ゆかを除く３種目では最大１０cm程度の着地マットを使用しなければならない。（本会場３枚、練習会場３

１m２０cm １２cm
器械種目

　２０cm　
２m４５cm
１m８０cm

平行棒
１m９０cm １２cm １m７０cm

つ り 輪
２m８０cm 　２０cm　

２０cm
鉄 棒

段違い

１m６５cm
１２cm

跳 馬 １m３５cm

床面からの高さ マットの高さ

跳 馬 　 １m２５cm
１２cm

あん馬 １m１５ｃｍ～１m１６cm １０cm
器械種目

器械種目 床面からの高さ マットの高さ □Ａクラス（小学５年～中学３年）

～２４年度 男子器械種目寸度表～ ～２４年度　女子器械種目寸度表～

□選手権１部（中学２年～高校３年） □選手権２部（中学１年～高校３年） □選手権１部（小学６年～高校３年） □選手権２部（中学３年～高校３年



されました。

クラブ連盟
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年）


